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岩手県小中学校における地域・家庭との連携

▼研究目的

小学校では良い成績を収めている岩手の子どもたちが，中学校になると成績面で振るわなくなる。また，部活
も含めて学校が色々な責任を抱えこんでおり，限られた資源の中で学校は外部組織との連携が求められていると
考えられるが，一体どのように連携を進めようとしているのか，また，実態はどのようになっているのかについ
て基礎的研究を行う。

▼分析方法と分析結果

1 ．教育振興基本計画分析

・東北6県と岩手県内13市町の教育振興基本計画についてテキスト分析を実施

2．全国学力・学習状況調査分析

・2014年度・2017年度児童生徒質問紙，学校質問紙の回答の比較分析を実施

▼まとめと今後の展開

県および市町（村）の政策レベルでは，学力や学校教育関係で「地域」「家庭」を連携相手として認識して
いるものの，実態としては「地域」「家庭」との連携において課題があると言える。

一定程度量的な分析を行うことができたものの，地域や家庭（あるいは，それ以外の「機関」など）との望
ましい連携方策について，具体的な像はまだまだ見えてきておらず，今後より具体的に検討する必要がある。
実践上も研究上も，「具体的に」検討することを考えれば，今回分析の対象とした県や市町村全体といった単
位よりも，各学校もしくは学区単位での実践・研究が求められるだろう。今後は，地域をさらに限定し，実践
的に調査・研究を行うことで各学校・学区に有効な連携方策を検討していく。

 県レベルでは，「地域」を第1の連携相手として認識

 市町村レベルでは，特に学力や学校教育関係で「地
域」の他に「家庭」も連携相手として前面に登場

 地域との連携に関連するもののうち，学校支援
ボランティアの効果やPTA等の参加の小学校
時からの低下が全国との比較でも大きい

 家庭との連携に関連するもののうち，家庭学習
に関する項目の小学校時からの低下が全国との
比較でも大きい

図表1 東北6県の「連携」との共起語分析結果

図表2 岩手県13市町の対応分析結果

図表3 「地域」「家庭」との連携に関する項目の変化（抜粋）


